
迎
陽
記
（
こ
う
よ
う
き
）
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
前
期
に
か
け
て
活
動
し
た
紀
伝
道

の
儒
者
、
東
坊
城
秀
長
の
日
記
で
あ
る
。
足
利
義
満
の
治
世
を
伝
え
る
重
要
な
日
記
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
部
の
記
事
が
大
日
本
史
料
に
収
録
さ
れ
た
だ
け
で
、
未
刊
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
日
記
を
公
刊
す
る
べ
く
、
記
主
の
伝
記
、
残
存
記
事
一
覧
、
諸
本
の
書
誌
、
本
文
批
判
な

ど
、
基
礎
的
な
事
柄
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
な
お
、
秀
長
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
執
筆
し
た
文

章
を
収
め
た
迎
陽
文
集
が
あ
り
、
日
記
と
と
も
に
伝
来
し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
も
あ
わ
せ
て
解
説

す
る
。

迎
陽
記
諸
本
の
研
究

ま
ず
、
記
主
秀
長
の
経
歴
を
年
譜
風
に
摘
記
す
る
（
１
）
。
公
卿
補
任
の
不
備
の
た
め
前
半
生

の
官
歴
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。

暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
一
歳
生
。

康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
七
歳
正
月
二
四
日
任
但
馬
少
橡
。

貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
一
二
歳
正
月
七
日
叙
従
五
位
下
。
二
月
十
五
日
任
式
部
権
少
輔
。

応
安
四
年
（
一
三
七
二
三
四
歳
三
月
二
三
日
聴
昇
殿
。

康
暦
二
年
（
一
三
八
○
）
四
三
歳
二
月
二
○
日
侍
読
。

永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
四
五
歳
五
月
二
四
日
侍
読
。

永
徳
三
年
（
一
三
八
三
）
四
六
歳
正
月
七
日
任
右
大
弁
叙
従
三
位
。
一
二
月
二
○
日
辞
弁
。

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
五
二
歳
正
月
二
六
日
叙
正
三
位
。

明
徳
元
年
（
一
三
九
○
）
五
三
歳
一
二
月
二
四
日
任
参
議
。

明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
五
五
歳
六
月
一
五
日
喪
父
。

明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
五
六
歳
正
月
五
日
叙
従
二
位
。

応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
五
七
歳
三
月
二
一
日
兼
式
部
大
輔
。

応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
五
八
歳
三
月
二
九
日
兼
備
後
権
守
。

応
永
八
年
（
一
四
○
一
）
六
四
歳
三
月
二
四
日
兼
因
幡
権
守
。

応
永
九
年
（
一
四
○
二
）
六
五
歳
正
月
六
日
叙
正
二
位
。

応
永
一
四
年
（
一
四
○
七
）
七
○
歳
三
月
五
日
辞
参
議
。

応
永
一
八
年
（
一
四
二
）
七
四
歳
八
月
六
日
蕊
。
法
名
は
宗
観
（
和
長
卿
記
）
。

一
秀
長
の
伝
記
と
係
累

秀
長
の
生
ま
れ
た
東
坊
城
家
は
、
菅
原
為
長
の
四
男
高
長
に
出
る
五
条
家
の
、
さ
ら
に
傍
流
で

行
事
に
つ
い
て
他
書
に
見
ら
れ
ぬ
記
事
が
あ
る
。
さ
ら
に
二
条
良
基
の
行
動
に
も
詳
し
い
。
晩
年

は
足
利
義
満
が
朝
廷
に
進
出
し
、
権
力
を
掌
握
し
て
い
っ
た
時
期
に
相
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

政
治
の
機
密
に
係
わ
る
記
事
も
散
見
す
る
。

日
記
に
登
場
す
る
主
な
家
族
係
累
に
は
、
次
の
よ
う
な
人
々
が
い
る
。

長
綱
父
。
茂
長
男
。
蔵
人
・
少
納
言
・
大
学
頭
・
文
章
博
士
・
式
部
大
輔
・
兵
部
卿
等
を
経
て

参
議
大
蔵
卿
正
二
位
に
至
る
。
明
徳
三
年
六
月
十
五
日
蕊
、
八
十
歳
。

富
長
弟
。
尊
卑
分
脈
に
「
左
衛
門
佐
正
四
下
大
内
記
出
家
」
と
あ
る
。
日
記
の
康
暦
元
・
二
年

に
の
み
見
え
る
。

言
長
弟
。
少
納
言
・
大
学
頭
・
文
章
博
士
。
康
暦
の
頃
は
大
内
記
。
応
永
五
年
二
月
少
納
言
在

任
（
吉
田
家
日
次
記
）
。
こ
の
子
孫
を
西
坊
城
と
号
す
。

長
遠
長
男
。
蔵
人
・
文
章
博
士
・
大
学
頭
・
右
大
弁
を
経
て
正
二
位
参
議
大
蔵
卿
に
至
る
。
康

暦
の
頃
は
六
位
蔵
人
。
応
永
二
十
九
年
七
月
十
九
日
蕊
、
五
十
八
歳
。

長
頼
二
男
。
従
五
位
上
大
内
記
。
応
永
十
五
年
七
月
七
日
に
早
世
し
た
（
教
言
卿
記
）
。

茂
子
女
。
勾
当
内
侍
。
応
永
八
年
に
見
え
る
「
新
内
侍
」
。
後
小
松
院
に
長
く
仕
え
、
別
当
局

・
宰
相
典
侍
と
も
称
し
、
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
十
月
二
十
日
に
七
十
九
歳
で
落
飾
し
、
従
三

位
に
叙
さ
れ
た
（
師
郷
記
）

長
政
甥
。
言
長
の
男
。
後
小
松
院
の
六
位
蔵
人
で
近
臣
と
な
る
。
大
学
頭
・
大
内
記
・
少
納
言

・
文
章
博
士
を
経
て
正
二
位
参
議
。
享
徳
二
年
五
月
二
十
九
日
七
十
一
歳
で
没
し
、
贈
大
納
言
（
師

郷
記
享
徳
二
年
六
月
十
二
日
条
）
。

長
嗣
忠
長
男
。
為
長
二
男
公
良
の
商
。
参
議
正
二
位
。
至
徳
三
年
五
月
二
十
日
墓
。
言
長
母
は

長
嗣
女
（
吉
田
家
日
次
記
永
徳
三
年
六
月
二
十
五
日
条
）
。

あ
っ
た
が
、
大
内
記
・
少
納
言
・
文
章
博
士
・
大
学
頭
な
ど
の
官
を
歴
任
し
、
菅
家
一
流
極
官
で

あ
る
参
議
正
二
位
に
昇
っ
て
い
る
。
諸
人
の
求
め
に
応
じ
て
盛
ん
に
文
章
を
執
筆
し
儒
書
を
講
ず

る
な
ど
、
こ
の
時
代
の
儒
者
と
し
て
は
最
も
顕
著
に
活
動
し
た
人
物
で
あ
る
。
五
山
僧
と
の
交
流

も
多
少
は
見
ら
れ
、
当
代
の
学
問
と
も
一
定
の
係
わ
り
を
有
し
た
。

ま
た
秀
長
は
若
い
頃
に
六
位
蔵
人
を
経
て
立
身
し
て
い
る
。
こ
れ
は
父
長
綱
が
後
醍
醐
天
皇
の

蔵
人
と
な
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
よ
う
で
、
以
後
子
孫
も
同
様
に
禁
中
の
行
事
に
携
わ
る
こ
と
を
例

と
し
た
。
こ
の
た
め
北
朝
天
皇
か
ら
は
厚
遇
さ
れ
、
家
門
興
隆
の
因
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
長
綱
か

ら
二
条
摂
関
家
に
も
仕
え
、
と
く
に
秀
長
は
摂
政
良
基
の
信
任
篤
く
、
そ
の
文
雅
の
催
し
に
は
必

ず
列
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
記
主
の
立
場
を
反
映
し
て
、
迎
陽
記
は
学
蕊
の
記
事
の
ほ
か
に
も
、
朝
廷
の
諸
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淳
嗣
長
嗣
男
。
少
納
言
・
式
部
少
輔
・
大
学
頭
・
正
四
位
下
。
至
徳
元
年
五
月
八
日
没
（
常
楽

記
）
。

長
方
淳
嗣
男
。
実
は
淳
嗣
兄
豊
長
男
。
義
満
の
家
司
で
北
山
に
居
住
す
る
。
少
納
言
、
の
ち
正

三
位
。
応
永
二
十
九
年
三
月
十
一
日
蕊
、
六
十
歳
。

こ
の
ほ
か
尊
卑
分
豚
に
は
妹
と
し
て
関
白
師
嗣
公
妾
、
女
と
し
て
摂
政
兼
良
公
母
を
載
せ
る
。

妻
妾
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
い
。

そ
の
正
邸
は
正
親
町
万
里
小
路
北
西
角
に
在
っ
た
（
康
富
記
文
安
元
年
三
月
二
十
七
日
条
）
。

既
に
長
綱
が
住
ん
だ
よ
う
で
、
日
記
に
も
「
正
親
町
殿
」
と
し
て
見
え
る
。

事
は
康
安
元
年
（
一
三
六
二
二
月
か
ら
応
永
十
七
年
（
一
四
一
○
）
五
月
咋

康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
二
月
改
元
記
【
Ｋ
３
】

貞
治
元
年
（
一
三
六
二
）
九
月
改
元
記
【
Ｋ
４
】

貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
正
月
一
日
逸
文
【
Ｉ
卸
】

貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
二
月
～
三
月
詩
御
会
記
【
Ｉ
轡

貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
七
月
～
九
月
光
厳
院
崩
御
記
【
Ｉ
印
】

応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
二
月
改
元
記
【
Ｋ
５
】

応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
三
月
後
光
厳
院
譲
位
記
【
Ｉ
池
】

永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
二
月
改
元
記
【
Ｋ
６
】

永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
正
月
一
日
逸
文
【
Ｉ
、
】

永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
二
月
二
十
七
日
～
三
月
三
日
詩
御
会
記
【
Ｉ
稲
】

永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
五
月
二
十
五
・
三
十
日
・
六
月
一
日
逸
文
【
Ｉ
》

永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
五
月
二
十
五
・
三
十
日
・
六
月
一
日
逸
文
【
Ｉ
芯

ま
ず
、
迎
陽
記
の
現
存
す
る
記
事
を
編
年
順
に
一
覧
す
る
。
便
宜
、
記
事
の
ま
と
ま
り
毎
に
略

称
を
付
し
、
【
】
に
入
れ
た
。
迎
陽
記
で
は
な
い
も
の
は
最
後
に
ま
と
め
て
掲
げ
た
。
現
存
記

事
は
康
安
元
年
（
一
三
六
二
二
月
か
ら
応
永
十
七
年
（
一
四
一
○
）
五
月
に
及
ぶ
。

康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
正
月
～
三
、
十
～
十
二
月
日
次
記
【
Ｈ
１
】

康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
三
月
改
元
記
【
Ｋ
７
】

康
暦
二
年
（
一
三
八
○
）
正
月
～
二
月
法
華
繊
法
講
記
【
Ｉ
即
】

康
暦
二
年
（
一
三
八
○
）
四
月
～
八
月
日
次
記
【
Ｈ
２
】

永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
四
月
逸
文
【
Ｉ
鰹
】

至
徳
元
年
（
一
三
八
四
）
二
月
改
元
記
【
Ｋ
８
】

嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）
八
月
改
元
記
【
Ｋ
９
】

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
二
月
改
元
記
【
Ｋ
Ⅲ
］

】

二
記
事
の
一
覧

『
国
書
総
目
録
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
迎
陽
記
写
本
と
し
て
、
大
小
七
十
余
部
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
但
し
、
こ
れ
は
本
来
別
の
著
作
で
あ
る
迎
陽
文
集
も
あ
わ
せ
た
数
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
は

後
述
す
る
と
し
て
、
ま
ず
調
査
し
た
伝
本
を
一
覧
し
た
い
。

所
蔵
者
・
整
理
番
号
・
冊
数
・
書
写
年
代
、
そ
し
て
収
録
さ
れ
る
記
事
を
示
し
た
。

●
お
茶
の
水
図
書
館
成
資
堂
文
庫
（
一
五
一
○
三
八
二
）
一
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｈ
１
２
【
成
１

①
】
●
同
（
一
五
一
○
三
八
二
）
一
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｈ
３
４
【
成
１
②
】

明
徳
元
年
（
一
三
九
○
）
三
月
改
元
記
【
Ｋ
Ⅲ
】

明
徳
一
一
一
年
（
一
三
九
二
）
八
月
相
国
寺
供
養
記
【
Ｉ
蝉
】

応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
七
月
改
元
記
【
Ｋ
ｕ
】

応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
三
月
二
十
九
日
蹴
鞠
御
会
記
【
Ｉ
蝿
】

応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
九
月
逸
文
【
Ｉ
知
】

応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
九
月
十
七
日
足
利
義
満
延
暦
寺
登
山
記
【
Ｉ
蝿
】

応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
正
～
三
、
七
～
十
二
月
日
次
記
【
Ｈ
３
】

応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
四
月
～
九
月
日
次
記
【
Ｈ
４
】

応
永
八
年
（
一
四
○
二
正
月
～
三
月
日
次
記
【
Ｈ
５
】

応
永
八
年
（
一
四
○
一
）
七
月
～
九
月
日
次
記
【
Ｈ
６
】

応
永
十
四
年
（
一
四
○
七
）
三
月
北
山
院
入
内
記
【
Ｉ
咽
】

応
永
十
六
年
（
一
四
○
九
）
五
月
法
華
俄
法
講
記
【
Ｉ
畷
】

応
永
十
七
年
（
一
四
一
○
）
五
月
法
華
戯
法
識
記
【
Ｉ
必

年
号
勘
文
久
寿
ｌ
建
久
【
Ｋ
１
】

年
号
勘
文
正
治
ｌ
仁
治
【
Ｋ
２
】

文
集
願
文
加
賀
入
道
五
旬
～
兼
豊
入
道
十
三
回
【
Ｂ
１
】

文
集
甑
謂
文
奉
為
後
光
厳
院
周
忌
～
兼
豊
宿
禰
七
回
【
Ｂ
２
】

文
集
認
踊
文
佐
々
木
判
官
入
道
崇
永
三
回
～
同
人
十
三
回
【
Ｂ
３
】

文
集
誕
舗
文
日
野
一
品
蝿
五
旬
～
同
十
三
回
【
Ｂ
４
】

文
集
願
文
大
炊
御
門
内
府
雫
室
一
回
～
二
条
黄
門
恥
七
回
【
Ｂ
５
】

文
集
誕
謂
文
一
条
大
納
言
入
道
一
周
忌
・
義
満
五
旬
【
Ｂ
６
】

文
集
調
謂
文
足
利
義
満
百
日
・
同
一
周
忌
【
Ｂ
７
］

泰
山
府
君
都
状
享
徳
Ｉ
寛
正
【
Ｔ
】

三
諸
本
の
一
覧
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●
同
（
一
五
一
○
三
八
二
）
一
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｈ
５
【
成
１
③
】

●
同
（
一
五
一
○
三
八
二
）
一
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｋ
８
９
【
成
１
④
】

●
同
（
一
五
一
○
三
八
三
一
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｉ
卸
【
成
１
⑤
】

●
同
（
一
五
一
○
三
八
二
）
一
冊
、
明
治
六
年
写
、
Ｉ
池
【
成
１
⑥
】

●
同
（
一
五
一
○
三
八
一
一
）
一
冊
、
江
戸
後
期
写
、
Ｉ
理
【
成
１
⑦
】

●
同
（
一
五
一
○
三
八
二
）
一
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｉ
咽
【
成
１
⑧
】

●
同
（
一
五
一
○
三
八
四
）
三
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｋ
２
～
７
、
Ⅷ
、
ｎ
【
成
２
】
＊
中
御
門
資

熈
筆
●
同
（
一
五
一
○
三
八
五
）
一
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｋ
１
【
成
３
①
】

●
同
（
一
五
一
○
三
八
五
）
一
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｋ
皿
【
成
３
②
】

●
同
（
一
五
一
○
三
八
六
）
一
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｈ
５
一
成
４
①
】
＊
明
和
二
年
東
坊
城
綱
忠

識
語
●
同
（
一
五
一
○
三
八
六
）
一
冊
、
江
戸
後
期
写
、
Ｉ
卸
【
成
４
②
】

●
同
（
一
五
一
○
三
八
七
）
二
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｂ
２
５
【
成
５
】

●
同
（
一
五
一
○
三
八
八
）
五
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｋ
１
，
３
～
吃
【
成
６
①
】

○
同
（
一
五
一
○
三
八
八
）
六
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｂ
２
～
７
【
成
６
②
】

●
同
（
一
五
一
○
四
○
七
）
一
冊
、
明
治
七
年
写
、
Ｈ
５
｛
成
７
】

●
学
習
院
大
学
附
属
図
書
館
（
二
九
二
’
一
三
）
三
冊
、
江
戸
後
期
写
、
Ｋ
１
～
ｕ

●
京
都
大
学
総
合
博
物
館
（
勧
修
寺
家
文
書
二
七
五
、
六
）
二
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｈ
１
２
，
Ｋ

８
９
【
勧
１
】

○
同
（
勧
修
寺
家
文
書
二
八
三
）
一
冊
、
江
戸
中
期
写
、
１
ｍ
【
勧
２
】
＊
登
録
書
名
「
北
山
院

御
入
内
秀
長
記
」

○
同
（
勧
修
寺
家
文
書
七
六
五
）
一
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｂ
【
勧
３
】
＊
登
録
書
名
「
改
元
（
迎

陽
記
抄
）
」

●
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
菊
・
エ
・
九
）
一
冊
、
室
町
前
期
写
、
Ｈ
１
２
【
菊
１
】
＊
登
録
書

名
「
永
和
日
次
之
記
」
、
中
山
定
親
筆

●
同
（
菊
・
ケ
・
六
）
三
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｈ
３
４
６
、
Ｉ
即
１
ｍ
【
菊
２
】

○
同
（
菊
・
ケ
・
七
）
八
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｋ
８
～
皿
１
～
７
，
Ｂ
５
～
７
【
菊
３
】

●
同
（
平
松
三
・
オ
・
九
）
一
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｉ
池
【
平
１
】

●
同
（
平
松
三
・
カ
．
一
二
）
一
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｈ
３
４
６
【
平
２
】
＊
登
録
書
名
「
菅
宰

相
秀
長
記
」

●
同
（
平
松
四
・
ケ
・
二
）
一
三
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｋ
１
～
ｎ
Ｂ
１
～
７
【
平
３
】

●
同
（
平
松
四
・
ケ
・
三
）
一
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｉ
卸
【
平
４
】

●
宮
内
庁
書
陵
部
（
二
一
七
’
四
○
八
）
三
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｉ
卸
坤
Ｈ
３
４
５
６
【
藤
波
】

●
同
（
二
五
五
’
四
三
）
一
三
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｋ
１
～
ｕ
Ｂ
１
～
７
【
信
古
】
＊
印
記
「
信

古
堂
蔵
書
」

○
同
三
五
六
’
三
六
）
一
冊
、
明
治
四
十
二
年
写
、
Ｉ
卸

●
同
（
’
一
五
九
’
一
三
三
）
二
冊
、
天
保
十
五
年
写
、
Ｈ
５
／
Ｉ
肥
【
久
世
】
＊
久
世
通
熈
令
写

●
同
（
二
五
九
’
一
一
六
五
）
一
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｉ
、
【
鷹
司
】

●
同
（
二
五
九
’
二
七
七
）
一
冊
、
延
宝
六
年
写
、
Ｋ
３
～
⑫
Ｂ
３
４
ｉ
卸
【
壬
生
】
＊
小
槻

季
連
写
。

●
同
（
柳
・
一
二
三
）
九
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｈ
１
２
３
４
５
６
１
池
Ｉ
唖
ｍ
Ｋ
１
～
ｎ
Ｂ

１
～
７
【
柳
原
】
＊
柳
原
紀
光
外
題

●
同
（
葉
・
一
三
七
四
）
一
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｂ
６
【
葉
室
】
＊
印
記
「
葉
室
庫
」
「
高
藤
正

統
三
十
世
葉
室
頼
孝
」
「
頼
孝
」

●
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
Ｈ
１
六
○
○
’
八
九
九
）
一
軸
、
室
町
後
期
写
、
Ｉ
岬
祁
【
広
橋
】

＊
登
録
書
名
「
菅
宰
相
秀
長
卿
記
抄
」
、
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
の
内
、
町
広
光
筆
か

●
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
（
一
四
六
’
一
三
○
）
二
冊
、
江
戸
後
期
写
、
Ｂ
１
２
６
５
４
７

，
Ｋ
１
２
３
４
５
６
７
，
８
９
加
皿
【
内
１
】
＊
旧
内
務
省
本

●
同
（
一
四
六
’
一
三
一
）
三
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｋ
１
～
ｕ
Ｂ
１
～
７
＊
【
内
２
】
＊
坊
城
俊

広
筆
●
同
（
一
四
六
’
一
三
二
）
一
三
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｋ
１
～
ｎ
Ｂ
１
～
７
【
内
３
】
＊
紅
葉
山

文
庫
本

●
同
（
一
四
六
’
一
三
三
）
三
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｋ
１
～
７
，
Ｂ
３
【
内
４
】
＊
林
家
本
本

●
同
（
一
四
六
’
一
三
四
）
一
二
冊
、
江
戸
後
期
写
、
Ｋ
１
，
３
～
ｎ
Ｂ
１
～
７
【
内
５
】
＊
旧

内
務
省
本

○
同
（
一
四
六
’
四
四
三
）
一
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｉ
唾
【
内
６
】
＊
林
家
本

○
同
（
一
四
六
’
四
四
五
）
一
冊
、
延
享
二
年
写
、
Ｉ
唖
【
内
７
】
＊
紅
葉
山
文
庫
本

●
同
（
二
○
五
’
四
八
）
三
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｂ
１
～
７
【
内
８
】
＊
和
学
講
談
所
本

○
同
（
一
天
二
’
一
○
五
）
一
軸
、
江
戸
前
期
写
、
Ｉ
岬
噸
【
内
９
】
＊
禅
御
記
と
合

●
同
（
二
六
五
’
二
八
四
）
一
三
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｋ
１
～
ｕ
Ｂ
１
～
７
【
内
川
】
＊
旧
教
部

省
本
●
国
立
国
会
図
書
館
（
わ
二
一
○
・
四
’
四
八
）
一
三
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｋ
１
～
ｎ
Ｂ
１
～
７

【
国
１
】
＊
【
内
３
】
の
写

●
同
（
二
一
二
一
ｌ
一
回
七
）
一
冊
、
江
戸
後
期
写
、
Ｉ
”
【
国
２
】
＊
登
録
書
名
「
相
国
寺
堂
供

養
記
」
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●
島
原
松
平
文
庫
（
二
○
三
’
二
○
）
一
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｂ
４
【
島
１
】

●
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
（
ム
ニ
一
五
’
九
七
）
七
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｉ
即
叩
叫
Ｋ
１

８
～
吃
、
３
～
７
、
Ｈ
５
【
筑
１
】
＊
印
記
「
浪
華
蔵
」
、
難
波
宗
建
旧
蔵
本

●
同
（
ム
ニ
一
五
’
四
六
四
）
九
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｋ
１
～
ｎ
Ｂ
２
３
１
６
５
４
７
【
筑
２
】

＊
正
徳
三
年
良
照
加
点

○
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
二
○
七
一
・
○
八
’
七
四
’
三
）
三
冊
、
明
治
三
十
五
年
写
、
Ｂ
１

～
７
【
史
１
】
＊
登
録
書
名
「
調
請
願
文
集
」
、
【
尊
２
】
の
謄
写
本

●
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
二
三
七
三
’
一
三
）
一
冊
、
明
治
写
、
Ｉ
卸
・
旭
．
Ｔ
【
史
２
】
＊

徳
川
昭
武
蔵
本
謄
写

●
同
（
三
○
七
三
’
三
九
）
一
冊
、
明
治
写
、
Ｈ
１
２
【
史
３
】
＊
【
菊
１
】
の
謄
写
本

●
同
（
四
二
四
’
二
○
）
一
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｂ
５
【
史
４
】
＊
登
録
書
名
「
迎
陽
文
集

後
集
」

●
同
（
四
一
七
三
’
二
九
）
三
冊
、
明
治
二
一
年
写
、
Ｈ
１
２
３
４
５
ｉ
ｍ
【
史
５
】
＊
平

瀬
亀
之
助
蔵
本
和
学
講
談
所
令
写
、
印
記
「
和
学
講
談
所
」

○
同
（
四
三
七
三
’
二
○
）
一
冊
、
江
戸
初
期
写
、
Ｉ
油
【
史
６
】
＊
印
記
「
山
科
蔵
書
」
「
藤

○
同
（
四
三
七
三
’
二
○
）
一
冊
、
江
戸
初
期
写
、
Ｉ
、
【
史
６
】
＊
印
記
「
山
科
蔵
塞

原
師
言
」
、
公
豊
公
記
至
徳
四
年
正
月
・
実
直
公
記
至
徳
四
年
正
月
と
合
。

●
同
（
徳
大
寺
家
本
・
一
・
三
○
）
一
冊
、
嘉
永
七
年
写
、
Ｋ
３
～
ｕ
【
史
７
】
＊
印
記

寺
文
庫
」
、
宝
永
七
年
野
宮
定
功
本
奥
書
、
徳
大
寺
公
純
令
写

○
静
嘉
堂
文
庫
本
８
冊
江
戸
写
＊
文
集
共
一
三
巻
Ｋ
１
～
ｎ
Ｂ
１
～
７

○
同
７
冊
江
戸
写
＊
久
寿
ｌ
応
永
改
元
定
記
Ｋ
１
～
胆

●
東
山
御
文
庫
（
勅
封
一
六
五
’
四
）
一
三
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｋ
１
～
ｎ
Ｂ
２
５
４
６
１
３
７

｛
東
山
】
＊
後
西
院
哀
筆
外
題

○
蓬
左
文
庫
（
一
○
八
’
二
八
）
一
三
冊
、
江
戸
初
期
写
、
Ｋ
１
～
ｎ
Ｂ
１
～
７

●
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
（
七
’
一
七
）
一
三
冊
、
江
戸
前
期
写
、
Ｋ
１
～
胆
Ｂ
１
２
３
５
４

６
７
【
尊
１
】
＊
印
記
「
雅
豊
」
、
飛
鳥
井
家
本

○
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
（
一
七
’
六
）
三
冊
、
貞
享
二
年
写
、
Ｂ
１
～
７
【
尊
２
】
＊
登
録

書
名
「
調
踊
願
文
集
」

●
大
和
文
華
館
鈴
鹿
文
庫
（
一
’
一
六
二
六
、
七
）
二
冊
、
安
政
三
年
鈴
鹿
連
胤
写
、
Ｈ
１
２
‐

Ｉ
妬
・
噸
【
鈴
鹿
】

○
立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
（
○
五
二
七
）
一
冊
、
江
戸
中
期
写
、
Ｉ
池
【
西
園
】
＊
登

録
書
名
「
御
譲
位
記
」

こ
の
う
ち
、
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
本
は
、
東
坊
城
家
旧
蔵
本
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
迎
陽
記
」

「
徳
大

秀
長
の
原
本
は
伝
わ
ら
ず
、
古
写
本
も
稀
で
、
殆
ど
が
近
世
の
新
写
本
で
あ
る
。
諸
本
の
形
成

は
、
日
次
記
・
別
記
・
年
号
勘
文
・
改
元
記
・
文
集
と
、
成
立
や
性
格
を
異
に
し
、
伝
来
も
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
が
、
取
り
合
わ
さ
れ
た
り
独
立
し
た
り
す
る
動
き
の
中
で
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
記
事
を
そ
の
性
格
と
伝
来
別
に
、
四
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
整
理
し
た
。

（
一
）
日
次
記
…
Ｈ
１
～
６
中
山
定
親
の
手
を
経
て
伝
来

（
二
）
改
元
記
・
年
号
勘
文
…
Ｋ
１
～
旭
五
条
為
適
・
為
庸
に
よ
り
書
写
さ
れ
て
伝
来

（
三
）
文
集
…
Ｂ
１
～
７
五
条
為
適
に
よ
っ
て
編
纂

（
四
）
別
記
・
逸
文
…
Ｉ
卸
～
価
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
よ
っ
て
抄
写

こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
迎
陽
記
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
（
二
）
と
（
三
）
と
を
合
併
し
た
も
の

が
い
わ
ゆ
る
迎
陽
文
集
で
あ
る
。
ま
た
（
一
）
（
四
）
と
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
写
本
も
多
い

が
、
本
来
は
別
系
統
に
伝
来
し
た
写
本
が
取
り
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
し
て
登
録
さ
れ
、
二
十
九
冊
が
黒
漆
箱
に
一
括
し
て
収
め
ら
れ
る
。
現
在
、
こ
れ
を
七
点
に
分

け
て
八
桁
の
整
理
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
写
本
と
し
て
は
書
写
年
代
も
法
麓
も
区
々
で
あ
り
、

取
り
合
わ
せ
は
必
ず
し
も
適
当
と
は
言
い
難
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
【
成
２
】
が
中
御
門
資
熈
写

本
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
東
坊
城
家
伝
来
で
は
な
い
よ
う
で
、
江

戸
前
期
以
後
、
こ
の
記
が
流
布
し
た
後
に
入
手
し
た
写
本
群
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
他
に
も
【
柳

原
］
の
よ
う
に
、
成
り
立
ち
の
異
な
る
写
本
を
い
く
つ
か
取
り
合
わ
せ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

ま
た
Ｉ
即
Ｉ
岬
Ｉ
、
な
ど
は
、
単
行
で
流
布
し
、
群
書
類
従
な
ど
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
の
ほ
か
に
も
伝
本
は
多
く
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
Ｈ
５
は
、
中
山
定
親
の
日
記
薩
戒
記
の
一
部
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
（
２
）
。
薩
戒

記
の
い
く
つ
か
の
伝
本
に
は
、
永
享
十
年
十
二
月
記
の
う
ち
に
、
Ｈ
５
が
錯
簡
を
生
じ
た
ま
ま
寅

入
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
５
を
持
つ
迎
陽
記
写
本
も
か
な
り
あ
る
が
、
そ
れ
は

本
来
の
形
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
江
戸
中
期
以
後
、
薩
戒
記
か
ら
分
離
し
た
後
に
流
布
し
た
本

文
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
Ｔ
は
享
徳
元
年
八
月
十
七
日
・
寛
正
二
年
九
月
十
五
日
・
応
永
二
十
六
年
十
二
月
二
十

五
・
二
十
七
年
九
月
十
六
日
・
同
年
十
二
月
二
十
四
日
の
泰
山
府
君
都
状
五
通
ほ
か
を
収
め
る
。

い
ず
れ
も
東
坊
城
長
遠
・
益
長
父
子
の
草
と
思
わ
れ
る
が
、
迎
陽
記
で
は
な
い
。
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
室
町
末
期
写
一
冊
（
土
・
九
九
）
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
平
松
一
○
ｌ
タ
ー
ー
）
も

同
内
容
で
あ
る
（
３
）
。

四
本
文
に
つ
い
て
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ま
ず
、
（
一
）
の
日
次
記
は
、
康
暦
元
・
二
・
応
永
五
・
六
・
八
の
五
年
で
あ
る
が
、
四
季
を

完
存
す
る
年
は
な
い
。
秀
長
が
若
い
頃
か
ら
具
注
暦
記
を
付
け
て
い
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
「
今

夜
被
賞
春
蓋
、
有
和
漢
御
会
、
祗
候
、
其
儀
又
注
暦
記
」
（
改
元
記
・
延
文
六
年
二
月
二
十
九
日

条
）
と
見
え
て
お
り
、
日
次
記
は
暦
記
の
内
容
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
Ｈ
５
は
錯
簡
が
あ
る

も
の
の
約
四
ヶ
月
間
全
日
の
記
事
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
他
の
日
次
記
は
す
べ
て
記
事
が
適
宜
省

略
さ
れ
て
お
り
、
後
人
の
抄
出
に
か
か
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
は
室
町
期
の
公
家
中
山
定
親
（
一
四
○
一
～
一
四
五
九
）
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｈ
１
２
を
持
つ
【
菊
１
】
は
室
町
時
代
前
期
の
古
写
本
で
あ
り
、
紙
背
文
書
を
検
す
る
と
、
時

房
・
義
賢
・
忠
意
・
隆
秀
・
公
顕
ら
の
「
中
山
殿
」
宛
て
の
書
状
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
年
代
は
永

享
九
～
十
年
で
あ
る
。
迎
陽
記
の
本
文
も
、
筆
蹟
に
よ
っ
て
定
親
そ
の
人
の
書
写
に
か
か
る
と
判

明
す
る
。
書
写
も
そ
の
頃
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
Ｈ
３
４
６
は
、
古
写
本
こ
そ
な
い
が
、
い
ず
れ
も

定
親
の
父
満
親
・
祖
父
親
雅
の
み
が
「
満
ｌ
」
「
親
Ｉ
」
と
闘
字
表
記
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
Ｈ

６
に
「
永
享
十
二
年
九
月
廿
三
日
終
書
写
了
」
と
い
う
本
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
定
親

筆
本
に
発
す
る
と
断
ぜ
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ｈ
５
が
定
親
の
日
記
の
一
部
と
し
て
伝
来
し
た
事
情
も
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

恐
ら
く
Ｈ
５
は
、
秀
長
原
本
が
定
親
の
手
許
に
あ
り
（
４
）
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
薩
戒
記
の
永
享

十
年
（
一
四
三
八
）
十
二
月
に
混
入
し
、
書
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
日
次
記
が
全
て
中
山
定
親
の
手
を
経
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
よ
る

べ
き
テ
キ
ス
ト
を
選
択
す
る
に
も
当
然
そ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｈ
１
２
に
つ
い
て
は
【
菊
１
】
が
全
て
の
伝
本
の
祖
本
で
あ
り
、
こ
れ
を
底
本
と
す
べ
き
こ
と

は
自
明
で
あ
る
。
ま
た
Ｈ
３
４
６
を
持
つ
伝
本
に
は
、
【
菊
２
】
【
平
２
】
〔
藤
波
】
【
柳
原
】
な

ど
が
あ
り
、
本
文
も
同
系
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
は
【
藤
波
】
が
優
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
Ｈ
５
は
、
薩
戒
記
の
伝
本
で
は
ど
れ
も
甚
だ
し
い
錯
簡
が
あ
る
上
、
親
本
に
破
損
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
字
句
の
欠
損
が
頗
る
多
い
。
迎
陽
記
の
写
本
で
は
、
Ｈ
５
の
記
事
は
正
し
く
排
列

さ
れ
て
い
る
が
、
薩
戒
記
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
後
に
訂
正
さ
れ
た
如
く
で
あ
る
。
【
柳
原
】
は
紀

光
が
徹
底
的
に
本
文
を
校
訂
し
て
い
る
。

翻
刻
の
た
め
に
は
、
薩
戒
記
所
収
の
本
文
の
錯
簡
を
正
し
て
翻
刻
し
、
さ
ら
に
近
い
系
統
の
本

で
字
句
を
校
訂
し
て
い
く
の
が
理
想
的
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
の
本
文
は
傷
だ
ら
け
で
、
数
文
字
毎

に
訂
正
し
な
く
て
は
緒
読
に
堪
え
な
い
有
様
で
あ
る
。
し
か
も
、
薩
戒
記
自
体
が
転
々
書
写
を
繰

り
返
し
て
お
り
、
そ
の
過
程
で
も
本
文
が
歪
ん
で
お
り
、
欠
損
が
生
じ
た
状
態
に
復
元
す
る
こ
と

さ
え
不
可
能
で
あ
る
。
紀
光
の
校
訂
は
、
ご
く
稀
に
行
き
過
ぎ
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
極
め
て
妥

当
な
も
の
で
あ
り
、
殆
ど
全
て
の
場
合
、
こ
れ
と
同
じ
結
果
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
Ｈ
５
の
底
本

に
つ
い
て
は
、
紀
光
本
を
採
用
し
た
。

（
二
）
改
元
記
は
、
康
安
か
ら
応
永
ま
で
十
度
の
年
号
改
元
に
つ
い
て
の
別
記
で
あ
る
。
秀
長

は
日
次
記
の
方
に
も
「
今
日
改
元
定
也
、
委
細
見
別
記
」
（
康
暦
元
年
三
月
二
十
二
日
条
）
と
記

し
て
い
る
の
で
、
生
前
か
ら
改
元
別
記
を
独
立
さ
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
博
士
家
に
と
っ
て
、

年
号
を
勘
申
し
改
元
定
に
参
仕
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
な
職
務
で
あ
っ
た
し
、
と
り
わ
け
菅

家
に
お
い
て
は
年
号
勘
申
に
つ
い
て
の
知
識
は
家
学
と
同
義
で
あ
っ
た
。
当
然
、
先
例
を
調
査
集

積
し
て
便
覧
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
ま
で
の
勘
文
を
集
め
た
Ｋ
１
と
２

は
、
秀
長
が
集
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

改
元
記
に
は
、
五
条
為
適
（
一
五
九
七
～
一
六
五
二
）
が
寛
永
七
年
（
一
六
三
○
）
に
秀
長
自

筆
本
を
も
っ
て
書
写
し
た
旨
の
奥
書
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
【
筑
１
】
は
Ｋ
７
の
末
に
「
此
迎
陽

記
秀
長
卿
以
自
筆
之
巻
令
模
篤
加
一
校
畢
、
寛
永
七
暦
仲
夏
上
旬
翰
林
学
士
菅
原
朝
臣
御
判
」

と
、
【
柳
原
】
で
は
Ｋ
９
の
末
に
殆
ど
同
文
で
「
寛
永
七
暦
季
夏
上
旬
」
と
な
っ
て
い
る
奥
書
が

あ
る
。
【
内
３
】
で
は
Ｋ
１
．
２
．
７
．
９
．
皿
・
皿
に
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
七
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
、
為
適
男
為
庸
（
一
六
一
九
～
一
六
七
七
）
が
、
や
は
り
秀
長
自
筆
本
を
書
写
し
た

旨
の
奥
書
が
あ
る
。
時
の
東
坊
城
家
の
当
主
長
維
（
一
五
九
四
～
一
六
五
九
）
は
為
適
の
実
兄
で

あ
っ
た
た
め
に
、
為
適
・
為
庸
に
と
り
秀
長
本
の
披
見
は
容
易
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
（
永
徳

改
元
の
記
は
も
と
か
ら
存
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）
。
こ
の
た
め
諸
本
間
に
大
き
な
字
句
の
異

同
は
殆
ど
な
い
が
、
【
内
３
】
が
相
対
的
に
優
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
為
適
の
奥
書
を
持
た
な
い
本
も
全
て
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
同
一
写
本
で
あ
り
な

が
ら
各
改
元
に
よ
っ
て
本
文
の
良
質
の
も
の
と
粗
悪
の
も
の
と
が
あ
り
、
ど
れ
が
良
質
の
写
本
で

あ
る
か
は
一
概
に
決
め
が
た
い
。
僅
か
な
が
ら
字
句
の
異
同
も
あ
る
。
た
と
え
ば
【
壬
生
】
は
【
内

３
】
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
書
写
で
あ
る
が
、
ま
ま
こ
れ
を
校
訂
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
至
徳
度
に
限

れ
ば
【
内
３
】
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。
為
適
・
為
庸
と
は
別
の
ル
ー
ト
で
江
戸
期
に
伝
え
ら
れ
た

改
元
記
が
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

実
際
、
改
元
記
は
、
室
町
中
期
に
は
写
本
が
作
ら
れ
て
流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
蜂
須
賀

家
蔵
迎
陽
記
抽
要
は
、
三
条
西
実
隆
自
筆
と
さ
れ
る
（
５
）
。
そ
の
書
写
奥
書
は
、

秀
長
卿
記
電
圃
也
、
借
翰
林
和
長
以
件
正
記
書
写
了
、

文
明
十
九
年
七
月
上
旬
拾
遺
黄
門
郎
（
花
押
）

と
な
っ
て
い
た
と
い
い
、
実
隆
が
秀
長
玄
孫
で
あ
る
東
坊
城
和
長
か
ら
正
記
を
借
り
て
写
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
文
明
十
九
年
（
一
四
八
七
）
七
月
二
十
日
の
改
元
定
参
仕
の
た
め
と
見
ら

れ
、
書
名
が
本
来
の
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
迎
陽
記
抽
要
は
改
元
記
で
あ
っ
た
と
見

て
誤
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
実
隆
公
記
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
五
月
二
十
五
日
条
に
、

抑
改
元
事
、
軽
服
人
参
仕
等
相
揮
哉
之
由
当
座
有
沙
汰
、
翌
日
引
勘
虚
、
儀
同
三
司
実
音
、
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（
三
）
は
秀
長
の
執
筆
し
た
文
章
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
長
く
東
坊
城
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た

と
見
ら
れ
、
や
は
り
五
条
為
適
が
、
改
元
記
に
先
立
っ
て
秀
長
自
筆
本
を
書
写
す
る
以
前
は
流
布

し
た
形
跡
が
な
い
。
Ｂ
２
の
末
に
「
此
迎
陽
記
秀
長
卿
以
自
筆
之
巻
令
書
写
、
錐
然
魯
魚
焉
馬
之

誤
尤
且
千
也
以
推
量
之
管
見
改
之
詑
寛
永
七
年
季
春
下
旬
翰
林
学
士
菅
為
適
」
と
あ
り
、
以

下
同
様
の
奥
書
が
Ｂ
１
（
寛
永
七
暦
孟
夏
下
旬
）
、
Ｂ
３
（
寛
永
七
年
暮
春
下
旬
）
、
Ｂ
４
（
寛
永

七
年
仲
夏
上
旬
）
、
Ｂ
５
（
寛
永
七
年
仲
夏
中
旬
）
、
Ｂ
６
（
寛
永
七
年
仲
夏
下
旬
）
、
Ｂ
７
（
寛

永
七
年
仲
夏
上
旬
）
と
各
巻
に
存
す
る
。
続
い
て
為
庸
も
Ｋ
１
～
ｕ
と
Ｂ
１
～
７
を
書
写
し
、
ま

と
め
て
一
三
冊
と
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
迎
陽
文
集
で
あ
る
。

こ
の
五
条
家
の
迎
陽
記
は
時
人
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
江
戸
幕
府
の
儒
官
林
鴬
峯
（
恕

・
春
斎
）
が
、
本
朝
通
鑑
執
筆
に
あ
た
り
、
五
条
家
か
ら
迎
陽
記
を
借
覧
さ
れ
た
い
旨
若
年
寄
永

井
尚
庸
に
申
し
入
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
国
史
館
日
録
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
五
月
九
日
条
に

「
又
五
条
家
有
向
陽
記
、
彼
祖
秀
長
日
記
也
、
是
当
義
満
之
時
、
此
二
書
出
則
有
便
於
編
輯
、
」

と
あ
る
。
そ
し
て
寛
文
九
年
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
出
雲
寺
書
犀
林
和
泉
橡
こ
と
出
雲
路
時

元
が
持
参
し
た
「
菅
氏
秘
本
」
の
迎
陽
記
十
三
冊
を
書
写
さ
せ
て
い
る
。
「
朝
白
水
来
、
乃
命
写

迎
陽
記
之
事
、
是
菅
氏
秘
本
也
、
先
是
官
求
之
、
不
出
之
、
而
今
為
書
買
依
高
債
而
借
之
、
衰
哉
、

呵
々
」
と
あ
る
。
為
庸
が
こ
の
間
寛
文
八
年
に
十
三
冊
本
を
書
写
し
て
お
り
、
出
雲
寺
が
こ
れ
を

江
戸
に
持
参
し
、
鷲
峯
は
こ
れ
を
転
写
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
【
内
３
】
は
こ
の
時
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
為
庸
筆
本
は
徳
川
光
圀
が
銀
五
十
枚
で
購
入
し
た
と
い
う
（
７
）
。

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
て
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
迎
陽
文
集
で
あ
る
が
、
現
存
諸

本
は
ど
の
巻
も
閾
落
が
多
く
、
か
つ
錯
簡
も
あ
る
。
内
題
な
ど
は
な
く
、
十
三
冊
本
で
は
八
冊
目

に
当
た
る
Ｂ
２
の
目
録
題
に
「
迎
陽
文
集
〈
調
踊
〉
」
と
題
す
る
の
で
、
一
応
秀
長
の
命
名
と
も

思
わ
れ
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
も
と
は
浩
潮
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
秀
長
自
筆
本
な

る
も
の
が
既
に
断
燗
で
あ
っ
て
、
為
適
・
為
庸
が
相
当
に
無
理
な
編
修
を
し
て
巻
を
分
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
の
ち
水
戸
で
編
ま
れ
た
本
朝
文
集
に
も
全
文
が
収
録
さ
れ
、
内
容
は
よ
く
知
ら
れ
て

（
マ
マ
）

延
文
六
年
三
月
廿
九
日
改
元
為
康
安
之
時
参
仗
、
千
時
中
納
言
、
去
年
延
文
五
年
、
十
二
胡
計
弧

日
喪
母
、
今
年
三
月
十
四
日
復
任
、
口
服
中
也
、
近
例
如
此
、
々
外
繁
多
欺
、
嘉
慶
□
□
□
□

九
日
改
元
為
康
応
之
時
、
勘
者
三
人
、
前
権
大
納
言
資
康
卿
・
日
野
中
納
言
資
教
卿
・
資

国
軽
服
言
潅
霊
諏
曜
享
被
仰
除
服
勘
進
、
永
徳
度
勘
解
由
小
路
大
納
言
軽
服
被
仰
除
服
勘
進
之

例
也
云
々
、
委
細
見
秀
長
卿
記
、
為
後
塞
柳
記
之
、

と
あ
る
の
は
、
康
安
・
康
応
改
元
の
例
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
こ
と
、
現
存
本
の
Ｋ
１

に
は
な
い
も
の
の
、
Ｋ
８
に
は
よ
く
照
応
し
て
お
り
、
実
隆
が
少
な
く
と
も
Ｋ
８
の
改
元
記
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
（
６
）
。

い
る
が
、
錯
簡
や
關
落
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
（
８
）
。

水
戸
本
で
は
Ｂ
４
と
Ｂ
５
の
順
が
逆
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
本
朝
文
集
も
こ
れ
を
踏
襲
す
る
。

つ
ま
り
１
２
３
５
４
６
７
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
【
筑
２
】
は
２
３
１
６
５
４
７
、
【
東
山
】
は
２

５
４
６
１
３
７
、
【
尊
１
】
は
１
２
３
５
４
６
７
と
い
っ
た
如
く
に
、
主
要
な
写
本
で
も
巻
順
が

区
々
で
あ
る
。
前
半
の
巻
々
で
は
そ
の
先
後
を
確
定
す
る
材
料
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

現
存
本
の
内
容
か
ら
推
察
す
る
に
、
迎
陽
文
集
は
、
願
文
・
調
踊
文
の
別
の
ほ
か
、
あ
る
巻
で

は
追
善
さ
れ
る
対
象
、
あ
る
い
は
依
頼
者
の
身
分
階
層
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
い
た
ら
し
い
。
か
つ

各
巻
内
の
排
列
は
ほ
ぼ
編
年
順
で
あ
っ
た
。
Ｂ
１
（
十
三
冊
本
で
第
七
巻
）
は
貞
治
三
年
二
月
の

加
賀
入
道
な
る
人
物
の
五
旬
か
ら
、
嘉
慶
二
年
八
月
の
兼
豊
入
道
十
三
回
ま
で
、
の
べ
八
名
の
人

物
の
願
文
を
収
め
る
。
調
謂
文
も
載
せ
る
が
、
必
ず
願
文
の
附
属
と
な
っ
て
い
る
。
被
追
善
者
は

四
位
か
ら
五
位
ク
ラ
ス
、
あ
る
い
は
地
下
で
あ
る
。
Ｂ
５
も
同
様
に
主
と
し
て
願
文
を
収
め
る
巻

で
、
康
暦
元
年
か
ら
明
徳
二
年
に
及
ぶ
が
、
こ
ち
ら
は
全
て
公
家
で
あ
る
。
一
方
、
Ｂ
２
は
永
和

元
年
正
月
の
後
光
厳
院
一
回
か
ら
永
徳
二
年
六
月
の
冬
信
公
三
十
三
回
ま
で
、
の
べ
二
十
六
名
の

調
謂
文
を
収
め
て
お
り
、
被
追
善
者
は
公
家
武
家
区
々
で
あ
る
。
ま
た
Ｂ
４
の
よ
う
に
柳
原
忠
光

の
五
旬
か
ら
十
三
回
ま
で
の
願
文
・
調
論
文
だ
け
で
一
巻
を
占
め
る
場
合
も
あ
り
、
Ｂ
６
．
７
は

全
て
義
満
の
仏
事
の
た
め
の
文
章
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文
集
の
構
成
排
列
を
考
え
る
こ
と
も

興
味
深
い
の
で
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
現
存
本
か
ら
秀
長
の
意
図
を
窺
う
こ
と
は
難
し
い
。
な
お

Ｂ
２
と
Ｂ
６
に
は
目
録
が
あ
る
が
、
Ｂ
６
の
方
は
目
録
と
本
文
と
が
一
致
せ
ず
、
か
な
り
大
き
な

閾
落
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

（
四
）
は
別
記
が
個
別
に
伝
来
し
た
も
の
、
お
よ
び
他
書
に
引
用
さ
れ
る
逸
文
で
あ
る
。
秀
長
の

日
記
が
同
時
代
人
か
ら
尊
重
さ
れ
、
し
ば
し
ば
書
写
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
本
人
も
記
す
と
こ
ろ

で
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
別
記
が
単
行
で
流
布
す
る
こ
と
も
頷
け
る
。
こ
の
う
ち
Ｉ
卸
の
光
厳
院

崩
御
記
、
Ｉ
池
の
後
光
厳
院
譲
位
記
、
Ｉ
蝿
の
北
山
院
入
内
記
は
単
行
で
も
流
布
し
て
お
り
、
写

本
も
比
較
的
多
い
。

そ
の
他
は
比
較
的
伝
本
稀
で
あ
る
。
た
と
え
ば
Ｉ
鯉
と
Ｉ
稲
を
収
め
る
【
広
橋
】
は
、
と
も
に

内
裏
詩
会
記
事
の
抄
出
で
あ
り
、
こ
の
頃
の
広
橋
本
の
常
と
し
て
町
広
光
筆
と
思
わ
れ
る
が
、
他

に
こ
の
記
事
を
持
つ
写
本
は
知
ら
れ
な
い
。
Ｉ
芯
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
広
橋
旧
記
雑
抄
に
二
、
依

天
下
病
事
御
祈
被
奉
授
正
一
位
於
五
条
天
神
事
」
と
い
う
項
目
で
抜
書
さ
れ
る
も
の
で
、
無
題
の

記
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
迎
陽
記
と
断
じ
て
よ
い
。
な
お
、
こ
の
書
に
は
他
に
も
貞
治
三
・
永
和

三
・
四
年
の
某
記
の
抄
出
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
時
期
的
に
迎
陽
記
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
Ｉ
蝿

も
柳
原
家
本
蹴
鞠
部
類
記
に
の
み
存
す
る
。

ま
た
Ｉ
岬
岬
噸
は
御
繊
法
講
部
類
記
に
収
録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
康
暦
二
年
の
Ｉ
畑
は
、
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注
（
１
）
秀
長
に
つ
い
て
の
専
論
は
管
見
に
入
ら
ず
、
清
原
良
賢
や
義
堂
周
信
の
業
績
を
取
り
上
げ

た
和
島
芳
男
氏
『
日
本
宋
学
史
の
研
究
』
（
増
補
版
吉
川
弘
文
館
昭
⑱
）
な
ど
に
関
説
さ
れ

る
に
過
ぎ
な
い
。
拙
著
『
二
条
良
基
研
究
』
（
笠
間
書
院
平
Ⅳ
）
参
照
。

（
２
）
榎
原
雅
治
氏
「
『
薩
戒
記
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」
（
『
公
武
関
係
か
ら
み
た
室
町
時
代
政
治

史
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
７
１
９
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ａ
２
成
果
報
告
書

〔
課
題
番
号
○
七
四
○
一
○
○
九
〕
平
ｎ
．
２
）
に
よ
れ
ば
、
応
永
八
年
春
記
を
持
つ
写
本
と
し

て
一
二
本
が
挙
が
っ
て
い
る
。

（
３
）
平
松
本
の
こ
と
が
伊
藤
慎
吾
氏
「
室
町
後
期
紀
伝
儒
の
祭
文
故
実
に
つ
い
て
」
（
國
語
國

文
方
１
８
平
肥
・
８
）
に
触
れ
ら
れ
る
。

（
４
）
定
親
は
義
教
・
義
政
期
の
武
家
伝
奏
と
し
て
活
躍
し
た
廷
臣
で
あ
る
。
定
親
が
室
町
殿
の

佳
例
と
仰
が
れ
た
義
満
の
治
世
に
詳
し
い
迎
陽
記
を
尊
重
し
、
記
事
を
精
読
し
て
い
た
こ
と
が
、

康
富
記
文
逵
琴
（
一
四
四
四
）
四
月
四
日
条
か
ら
も
確
蝿
綻
轌
る
．

次
参
清
史
文
亭
、
入
見
参
、
令
語
給
云
、
昨
日
向
細
川
九
郎
第
、
為
読
督
撤
纈
芝
間
、
初

被
行
向
之
也
、
論
語
序
之
端
始
之
、
（
中
略
）
外
史
令
語
給
云
、
昨
日
詣
尹
大
納
言
亭
、
語

此
事
之
次
、
尹
亜
相
被
語
云
、
故
菅
相
公
秀
長
卿
記
者
大
略
見
及
了
、
彼
記
二
秀
長
卿
ト

迎
陽
記
の
う
ち
、
と
り
わ
け
充
実
し
た
内
容
を
持
つ
日
次
記
Ｈ
１
２
は
、
大
日
本
史
料
の
未
刊

の
期
間
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
永
和
二
年
六
月
か
ら
明
徳
三
年
十
月
の
間
は
、
改
元

記
と
も
ど
も
活
字
で
は
全
く
読
め
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
公
刊
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
ろ
う
。
つ

い
で
応
永
五
年
か
ら
八
年
の
日
次
記
、
Ｈ
３
４
５
６
も
、
一
部
が
大
日
本
史
料
第
七
篇
に
収
録
さ

れ
て
い
る
が
、
全
文
で
は
な
く
事
項
毎
に
割
裂
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
使
用
し
た
底
本
も
は
っ
き
り

し
て
お
ら
ず
、
繕
読
に
堪
え
な
い
。

記
事
は
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
で
伝
来
し
、
か
つ
内
容
も
区
々
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
立
て
た
方

針
の
も
と
に
、
日
次
記
・
改
元
記
・
別
記
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
最
善
の
写
本
を
選
択
し
翻
刻
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
報
告
書
で
は
日
次
記
の
全
文
を
翻
刻
す
る
こ
と
と
し
た
。

「
向
葉
室
亭
、
示
素
懐
驚
、
又
御
餓
法
事
不
審
之
間
、
持
向
康
暦
度
記
見
之
、
被
悦
喜
」
（
応
永

六
年
四
月
二
十
五
日
条
）
と
あ
り
、
本
人
生
存
中
か
ら
他
人
に
示
し
て
い
る
。
【
史
５
】
【
鈴
鹿
】

の
よ
う
に
、
部
類
記
か
ら
独
立
し
て
日
次
記
や
改
元
記
と
取
り
合
わ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
伝

来
は
全
く
別
で
あ
る
。

五
お
わ
り
に

や
は
り
和
長
の
代
に
、
実
隆
が
迎
陽
記
を
披
見
し
て
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
７
）
藤
實
久
美
子
氏
『
近
世
書
籍
文
化
論
』
（
吉
川
弘
文
館
平
肥
）
第
一
部
第
二
章
．
本
朝

通
鑑
」
編
修
と
史
料
蒐
集
Ｉ
対
朝
廷
・
公
家
・
武
家
の
場
合
」
参
照
。

（
８
）
具
体
的
な
校
訂
は
他
日
を
期
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
気
づ
い
た
本
文
の
不
審
を
列
挙

し
て
お
く
。

Ｂ
２
の
「
佐
々
木
崇
永
十
三
回
鑑
」
は
目
録
に
見
え
る
が
、
本
文
は
脱
し
て
い
る
。

Ｂ
４
の
七
番
目
、
忠
光
百
日
の
調
諦
文
の
中
に
、
九
番
目
の
同
人
一
回
調
踊
の
大
半
と
十
番
目

の
同
人
七
回
の
調
踊
の
一
部
と
が
総
入
し
て
い
る
。
【
内
３
】
で
は
、
錯
簡
の
指
摘
が
あ
る
。

Ｂ
４
一
二
番
目
の
調
踊
文
は
「
同
人
十
三
回
後
室
修
之
」
と
い
う
標
題
が
脱
し
て
い
る
。

Ｂ
５
の
一
番
目
、
冬
氏
公
室
一
回
調
踊
文
は
、
途
中
の
「
天
神
而
追
」
以
後
、
別
人
の
追
善
の

文
章
が
繰
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
持
明
院
保
有
一
回
の
調
踊
と
推
定
さ
れ
る
。

Ｂ
５
「
武
州
刺
史
～
」
か
ら
始
ま
る
二
番
目
の
文
章
は
「
為
遠
五
旬
」
願
文
で
標
題
と
前
半
が

脱
落
し
て
い
る
。

Ｂ
５
の
同
じ
く
柳
原
資
明
三
十
三
回
、
外
孫
士
御
門
定
具
調
舗
文
に
も
錯
簡
が
あ
る
。

（
亀
寿
、
宙
高
）

佐
々
木
六
角
為
知
音
、
価
相
公
モ
常
被
向
佐
々
木
亭
、
佐
々
木
自
元
細
々
参
相
公
亭
、
為

文
学
之
約
云
々
、
武
辺
罷
向
教
之
間
事
先
齪
是
多
之
者
也
、

定
親
が
ど
こ
か
ら
迎
陽
記
を
披
見
し
た
か
も
考
察
す
べ
き
点
で
あ
る
。
常
識
的
に
は
東
坊
城
家

か
ら
借
覧
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
康
富
記
康
正
元
年
九
月
九
日
条
に
「
永
和
四
八
廿

七
、
鹿
苑
院
殿
任
大
将
御
時
、
菅
宰
相
秀
長
卿
被
記
之
、
件
記
自
元
在
御
所
云
々
」
と
あ
り
、
こ

の
頃
、
迎
陽
記
の
一
部
が
室
町
殿
に
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
定
親
が
目
に
し
た
と
す
れ

ば
こ
ち
ら
の
方
か
も
知
れ
な
い
。

（
５
）
大
日
本
史
料
第
八
編
・
文
明
十
九
年
雑
載
に
引
用
さ
れ
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
末
柄

豊
氏
の
御
教
示
を
受
け
た
。

（
６
）
隔
箕
記
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
十
一
月
十
六
日
条
に
、
鳳
林
承
章
が
秀
長
の
末
商
で
あ

る
東
坊
城
長
維
に
招
か
れ
て
聯
句
に
加
わ
っ
た
際
に
、
実
隆
の
詩
懐
紙
を
見
せ
ら
れ
た
記
事
が
あ

る
。
そ
れ
は
迎
陽
記
を
褒
め
称
え
る
四
言
詩
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
迎
陽
記
を
褒
め
称
え
る
四
言
詩
で
あ
っ
た
。

午
時
、
於
東
坊
城
亜
相
公
、
而
被
招
予
、
有
振
舞
、
勝
定
翁
令
同
道
也
、
大
徳
寺
之
宗
朔
首

座
亦
被
来
、
朔
首
座
弟
子
三
蔵
主
亦
被
来
、
予
初
逢
三
蔵
主
也
、
亜
相
公
被
製
章
句
、
予
拙

対
、
聯
句
十
六
句
有
之
也
、
其
間
狂
句
亦
十
句
有
之
也
、
予
乗
燭
、
而
令
帰
山
也
、
今
日
掛

物
者
道
遥
院
之
大
文
字
也
、
菅
家
先
祖
秀
長
卿
之
記
録
、
号
迎
陽
記
之
由
、
其
事
被
書
之
大

字
也
、
宏
哉
才
智
、
奇
也
文
章
、
管
窺
展
巻
、
披
霧
迎
陽
、
如
此
之
四
言
之
詩
也
、
有
印
也
、
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